
令和7年度　地域の移動課題対策支援事業

支援地区の決定について

(牧の台コミュニティ協議会)



【協議】地域の移動課題対策支援事業の支援地区決定について

　牧の台コミュニティ協議会を令和7年度地域の移動課題対策支援事業の支援地区とする。
　なお、支援地区に決定した場合、地域協働交通検討部会を設置し、課題解決に向け支援することとする。

2.これまでの経緯
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(地交会議)
R8～R11
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R8.4～R11.3運行協議部会設置
新運行開始

①令和6年度第2回地域公共交通会議にて、以下の事項について承認を得た
「地域と運行方法(便数、目標輸送人員等)について合意することを前提とし、令和8年度から10年度の運行の
ため補助金(3年分)を確保し、現在の運行規模を継続すること」

②令和7年4月16日　
　コミュニティ連合会において、支援希望地区を募集

③令和7年4月21日
　牧の台コミュニティ協議会から支援希望の申請書（別紙参照）受理

　地域公共交通会議規則第８条第２項に基づき地域
公共交通会議の委員の中から日野会長が以下の委
員を部会員に指名。

学識者　　　　：日野会長
交通事業者：阪急バス  野津委員
市民等　　　　：市民代表 武田委員
行政　　　　　　：土木部長 五島委員

 令和８年４月以降の運行に向け、令和７年９月までに運行方法を
地交会議で決定。 （１２月議会：債務負担行為）

1.（事務局案）協議事項

３.部会員について ４.今後のスケジュール



地域協働交通検討部会について

・支援地区決定
・部会設置

・勉強会開催

・課題分析と解決策検
討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
など

解決策の方針

・既存交通の維持のための利用促進
策(ニーズに合ったサービスの再検討
(ルート、料金など)、MMによる意識改
善等)

・既存交通の利用環境改善(バス停の
改善、鉄道等の乗り継ぎ改善等)

・将来的な新たなモビリティ導入可能
性の検討

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　など

・地元意見を総意す
る団体(コミュニティ
協議会、自治会等）
からの申請

・地域課題の十分な
認識

申請 地交会議 部会

・解決策の提案・解決策(試行)実施の承認

・実施策の評価

・事後策の提案・本格運行の是非の決定

　地交会議
(部会員)
　・学識者　　　　：日野会長　　　
　・交通事業者：阪急バス　野津委員
　・市民等　　　　：市民代表　武田委員
　・行政　　　　　　：土木部長　五島委員　　　　　　　　　

　イメージ図

牧の台地域協働交通検討部会

（地域住民）

・無作為市民
・子ども（中学生）
・商業者（コープ、商店会など）
・事業者（大和ハウスなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【主な取組例】
　　・交通に関する勉強会やワークショップの開催
　　・タウンミーティングの開催
　　・解決策の検討、実行（利用促進やＭＭなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

連絡会
・解決策の検討、課題分析
・地交会議へ提案

参加

参加

解決策提案

部会員
＋

地域代表
(牧の台コミュニティ協議会：植木会長)

（大和自治会：嶋川会長）※必要に応じ追加で専任する可能
性もあり得る。


